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1
１．見出しMSゴシック太字12PT
文章はMS明朝10PT。
原稿の本文については、2段組みとし、左右の段の間に8mm程度の間隔を空けること。
できる限り常用漢字を使用し、外字は出来る限り避けること。
量フォントのサイズは10 pointとし、英数字用フォントには日本語フォント（MS明朝、MSゴシック等）を用いないこと。また、数式に現れる量記号が文章中に現れる場合には、数式に用いたものと同じフォントを用い*1、字体についてもそろえること*2。
*1：数式エディタ(Microsoft数式エディタやMath Type)を用いている場合、本文の英数字用フォントに｢Times New Roman｣を設定しておくと、気にしなくて済む。
*2：特に、英文中に数式の量記号が英文と同じ字体で現れると、量記号としての判別が難しくなる場合がある。
数式には｢Computer Modern フォントファミリー(TimesやTimes New Romanもその例)｣を用いることを推奨する*。
*: Microsoft 数式エディタや Math Type では、デフォルトで Times New Roman に設定されている。
連絡先:名前、〒000-0000住所、所属先、
E-mail: …………@.....co.jp



２．見出しの数字は一桁全角、二桁半角
2.1 中見出しはMSゴシック太字11PT
なお、余白は下記のように設定してください。
上余白：29 mm　下余白：22 mm
左余白：20 mm　右余白：20 mm
章・節・項の見出しには、ゴシック体の太文字を用い、章の見出しには12 point、節以下の見出しには11 pointの文字サイズを用いること。また、章・節・項の番号については、1桁数字には全角文字を、2桁以上の数字には半角文字を使用し、下記の要領で付番すること。

2.2 図表、写真等の書き方
論文等については、図表中の文書、 説明文(figure caption)を英文とし、下記の要領に従うこと。
Fig.1 Arial 9pt Bold (図下)
Table1 Arial 9pt Bold (表上)
なお、論文等以外の原稿（例えば解説記事等）についてはこの限りではないが、説明文番は、下記の要領に従うこと。ただし、学術論文と同様、英文でも良い。

図１ MSゴシック9PT太字 図下
表１ MSゴシック9PT太字 図上

Table 1 A list of the measurement conditions
Table











Ex. of a figure. Captions should be in English. 
学会誌の印刷は白黒となります。








Fig.1 Appearance of measurement sample 
(NCF600 weld metal)
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